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無線対応プレゼンテーション用機器

取 扱 説 明 書

ご使用になる前に、この『取扱説明書』をよくお読みください。

また、いつでもお読みになれるよう保管場所を決めて、大切に保管してください。
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1　最初にご確認ください



■ wivia のバージョンをご確認ください
この取扱説明書は、以下のバージョンのwivia について説明しています。

wivia 本体ファームウェア ： 1.2.0.0 以降
wivia ソフトウェア ： 1.2.0.0 以降（Windows 用）
    1.2.0.0 以降（Mac OS X 用）

バージョンが異なると、機能や画面が説明と異なることがあります。
最新バージョンのwivia は、下記のwivia サポートWebサイトからダウンロードしてください。
アップデート方法については、お持ちのwivia のバージョンに対応した取扱説明書を参照してください。

wivia サポート Web サイト（ダウンロードページ）

http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html

■ ご使用される環境をご確認ください
本製品を既設のネットワークに接続して利用する場合やセキュリティソフトのパーソナルファイア
ウォール機能を使用している場合には、導入前に既存システムの管理者にご確認ください。

■ 安全上の注意をご確認ください
ご使用前に、クイックマニュアル裏面に記載されている「安全上の注意」をよくお読みの上、正しくお
使いください。
「安全上のご注意」に記載されている警告及び注意事項が守られない場合、「感電」「火災」「故障」など
が発生する可能性があります。これによって本製品を利用される方が負傷されたり死亡につながる恐れ
があります。
また、万一「発火」「発煙」「溶解」などが発生した場合には、速やかに本製品の利用を中止し、下記ウ
チダヘルプデスクまでお問い合わせください。

サポートを円滑に行うため、お問い合わせ前には以下のものをご用意ください。
○ 弊社製品の製品型番とシリアルナンバー
○ ご使用のコンピューターの型番、オペレーティングシステム名およびネットワーク環境
○ ご質問内容（現在の状態、症状など。エラーメッセージが表示されている場合はその詳細を書きとめ
てください )
○ ご使用中のwivia のファームウェアおよびソフトウェアのバージョン

ウチダヘルプデスク

　　電話によるお問い合わせ　：　0120-550-956　（携帯電話からはつながりません)

　　Eメールによるお問い合わせ　：　wivia-help@esco.co.jp
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2　wivia を使うための準備



wivia 本体各部の説明 2-1  

■ 前面

電源ランプ

■ 背面

電源コネクタ オーディオ出力ポート アンテナコネクタ

POWERボタン VGAポート LANポート リセットボタン
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必要な機材を用意する 2-2  

wivia をお使いいただくためには、付属品以外に別途下記の機材が必要です。

■ 無線 LAN接続ができるコンピューター
有線 LAN 接続で使用する場合は、無線 LAN を搭載していないコンピュー
ターからもご利用いただけます。 46 ページ

■ 表示機器
プロジェクターやモニターなど、VGA ケーブルで接続できる表示機器をご
用意ください。

■ VGAケーブル（15ピン）
wivia 本体と表示機器を接続します。

■ スピーカー
wivia で動画を再生する際、音の再生が必要であればご用意ください。
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wivia 本体を設置する 2-3  

1 wivia 本体に付属のアンテナを接続し

ます

2 付属の AC アダプタを wivia 本体背面

の電源コネクタと電源コンセントに差

し込みます

3 VGA ケーブルを wivia 本体背面の

VGAポートと表示機器に接続します

必要であれば、スピーカーを wivia 本体背面の
オーディオ出力ポートに接続します

4 wivia 本体背面の POWER ボタンを押

して、電源をオンにします

5 表示機器の電源を入れます

6 表示機器に wivia の待機画面が表示さ

れることを確認します
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待機画面の説明 2-4  

wivia 本体を表示機器につないで起動すると、下記のような待機画面が表示されます。

画面名

wivia本体
無線LANのSSID

wivia KEY
パスワード設定が
オフの時は非表示
（初期値はオフ）

wivia本体
IPアドレス

wivia本体の情報

無線 LANのチャンネル

無線 LANのセキュリティ

投影画像の解像度

ファームウェアのバージョン
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2　wivia を使うための準備 09

PC の無線 LANを wivia 本体に接続する 2-5  

1 PC の無線 LANを ONにします

2 待機画面左下に表示されている SSID

のネットワークに接続を切換えます

待機画面に SSID が表示されていない場合は、
ネットワーク構成を管理者に確認し、wivia が接
続されているネットワークに PC を接続してく
ださい。

wivia を有線 LAN に接続して使用する場合には、wivia ソフトウェアから「検索の設定」機能を使用して、検索す
るネットワークにwivia が接続されているネットワークを追加することもできます。 22 ページ

無線ネットワークの接続切換方法は、お使いの PCによって異なります。

Windows 標準の切換方法については、「補足　無線ネットワークの変更方法 (XP, Vista)」

および「補足　無線ネットワークの変更方法 (Windows 7)」をご覧ください。

10, 11 ページ

Mac OS X での切換方法については「補足　無線ネットワークの変更方法 (Mac OS X)」を

ご覧ください。 12ページ

各メーカーの提供するソフトウェアを用いた切換方法については、メーカーの提供する取

扱説明書等をご参照ください。



無線ネットワークの変更方法 (XP, Vista) 補足  

無線ネットワークの接続切換方法は、お使いのコンピューターによって異なります。ここ

では、Windows XPおよびWindows Vista標準の切換方法について説明しています。各メー

カーの提供するソフトウェアを用いた切換方法については、メーカーの提供する取扱説明

書等をご参照ください。

■ Windows XP のネットワーク接続機能を使った SSID の変更方法
1 タスクバーに表示されているアイコンをダブルクリックします

アイコンが表示されていない場合は、コントロールパネルから「ネットワー

ク接続」を開き、「ワイヤレスネットワーク接続」をダブルクリックすると

同様の画面が表示されます。

2 表示された画面右下の「ワイヤレスネットワークの表示」ボ

タンをクリックします

3 表示されたリストの中から接続したい SSID を選択し、接続し

てください

■ Windows Vista のネットワーク接続機能を使った SSID の変更方法
1 タスクバーに表示されているアイコンをクリックし、表示さ

れるメニューで「ネットワークに接続」を選択します

アイコンが表示されていない場合は、コントロールパネルから「ネットワー

クとインターネット」を選択し、「ネットワークと共有センター」から「ネッ

トワークに接続」を選択すると同様の画面が表示されます。

2 表示されたリストの中から接続したい SSID を選択し、接続し

てください
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無線ネットワークの変更方法 (Windows 7) 補足  

無線ネットワークの接続切換方法は、お使いのコンピューターによって異なります。ここ

では、Windows 7 標準の切換方法について説明しています。各メーカーの提供するソフト

ウェアを用いた切換方法については、メーカーの提供する取扱説明書等をご参照ください。

■ Windows 7 のネットワーク接続機能を使った SSID の変更方法

1 タスクバーに表示されているアイコンをクリックします

アイコンが表示されていない場合は、コントロールパネルから「ネットワー

クとインターネット」を選択し、「ネットワークと共有センター」から「ネッ

トワークに接続」を選択すると同様の画面が表示されます。

2 表示されたリストの中から接続したい SSID を選択し、接続し

てください
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無線ネットワークの変更方法 (Mac OS X) 補足  

無線ネットワークの接続切換方法は、お使いのコンピューターによって異なります。ここ

では、Mac OS X 標準の切換方法について説明しています。

■ Mac OS X の AirMac を使った SSID の変更方法

1 メニューバーに表示されているアイコ

ンをクリックします

アイコンが表示されていない場合は、アプリ

ケーション　＞　システム環境設定を開き、

「ネットワーク」を選択します。表示される画

面で AirMac の設定画面を開き、「メニューバー

に AirMac の状況を表示」のチェックボックス

にチェックを入れると、メニューバーにアイコ

ンが表示されます。

2 表示されるリストの中から接続したい

SSID を選択して、接続します

接続したい SSID が表示されない場合は、「ほか

のネットワークに接続」を選択し、表示される

画面でネットワークを指定して接続してくださ

い。
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wivia ソフトウェアを準備する (Windows) 2-6  

ここでは、Windows で wivia をご使用の場合について説明しています。Mac OS X をご使

用の場合には、「wivia ソフトウェアを準備する (Mac OS X)」をご覧ください。

15ページ

■ USB トークンから使う場合
ソフトウェアをインストールして使う方法もあります。 14 ページ

1 USBトークンをPCに挿します

無線 LAN を wivia 本体に接続した後で行ってく
ださい。 9 ページ

2 Start Plug and Showを実行します

右のような画面が表示されない場合は、USB
トークン内の wivia.exe ファイルを直接実行し
てください。

3 wivia ソフトウェアが起動し、画面名

がリスト表示されます

投影したい画面が見つからない場合は、「リス
ト更新」ボタンで画面を再検索してください。
それでも解決しない場合は、再度ネットワーク
の接続を確認してください。
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wivia ソフトウェアを準備する (Windows) 2-6  

ここでは、Windows で wivia をご使用の場合について説明しています。 Mac OS X をご使

用の場合には、「wivia ソフトウェアを準備する (Mac OS X)」をご覧ください。
15ページ

■ インストールして使う場合
バージョン 1.2.0.0 より、全てのwivia ソフトウェアは wivia 本体からのダウンロードではなく、wivia サ
ポート Web サイト ( ダウンロードページ ) http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html からのダウン
ロードとなります。
USBトークンから使う場合は、ダウンロード、インストールの必要はありません。 13 ページ

1 wivia サポートWebサイト ( ダウンロードページ )

http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html にアクセスし、wivia ソフトウェア

(Windows 版 ) をダウンロードします

2 ダウンロードしたファイルをダブルク

リックし、表示される手順にしたがっ

てインストールを実行します

3 インストールが完了後、デスクトップ

の wivia アイコンをダブルクリックし

て起動します

4 wivia ソフトウェアが起動し、画面名

がリスト表示されます

投影画面が見つからない場合は、「リスト更新」
ボタンで画面を再検索してください。それでも
解決しない場合は、再度ネットワークの接続を
確認してください。
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wivia ソフトウェアを準備する (Mac OS X) 2-6  

ここでは、Mac OS X で wivia をご使用の場合について説明しています。Windows をご使

用の場合には、「wivia ソフトウェアを準備する (Windows)」をご覧ください。
13, 14 ページ

1 wivia サポートWebサイト ( ダウンロードページ )

http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html にアクセスし、wivia ソフトウェア

(Mac OS X 版 ) をダウンロードします

2 ダウンロードしたディスクイメージ

ファイルをダブルクリックして開きま

す

3 wivia.app と Token.app 両方を任意の

フォルダにコピーします

Token.app は、起動USB の作成を行うための
アプリケーションです。wivia.app と同じ階層
のフォルダにないと、起動USB の作成ができ
ませんのでご注意ください。

28 ページ

4 コピーした wivia.app をダブルクリッ

クすると、wivia ソフトウェアが起動

し、利用可能な wivia 本体の画面名が

リスト表示されます

システム環境設定でセキュリティのファイアウォールを有効にしている場合、wivia の受信接続を許可す
る設定が必要です。「必須サービスのみ許可」に設定している場合、wivia を使用することができません。

Mac OS X 10.5 ではバージョンによって、起動時に画面解像度の変更を許可した場合に画面が正しく表示
されないことがあります。バージョンを 10.5.8 にアップデートしてから使用してください。
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3　wivia ソフトウェアの使い方



ソフトウェア画面の説明 3-1  

■ 投影操作時

メニューボタン

リスト更新
ボタン

設定ボタン

パネル開閉
マーク

全画面投影
ボタン

４分割投影
ボタン

投影のポーズ
ボタン

最小化ボタン

終了ボタン

wivia KEY
設定されていない場合は

表示されません

投影停止ボタン

投影開始ボタン

オプション
ボタン

すべて停止
ボタン

■ 動画再生時

再生ボタン

一時停止ボタン

リピートボタン

ミュートボタン

動画停止ボタン

ファイル選択
ボタン

動画開始ボタン

音量調節バー
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投影 3-2  

■ 投影する
1 投影したい画面の「投影開始ボタン」

をクリックします

画面にwivia KEY が設定されている場合、入力画
面が表示されます。その場合には、待機画面左
下に表示されている wivia KEY を入力してくだ
さい。

2 PC 画面が表示機器に投影されます

■ 投影をやめる
1 停止したい画面の「投影停止ボタン」

をクリックします

2 投影が停止します
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投影 3-2  

■ ４分割投影する
1 ４分割投影したい画面の「パネル開閉

マーク」または画面名をクリックして、

操作パネルを開きます

2 表示された４分割投影ボタンで、投影

したい箇所を選択します

3 選択した箇所にPC画面が投影されます

■ 投影をポーズさせる
1 操作パネルの「投影のポーズボタン」

をクリックします

2 投影画面がポーズします

投影画面を静止させたままで、手元の PC画面
を操作することができます。

3 「全画面投影ボタン」または「４分割

投影ボタン」をクリックすると、投影

が再開されます
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動画 3-3  

■ 動画を再生する
1 動画を再生したい画面の「動画開始ボ

タン」をクリックします

2 表示された画面から、再生したい動画

ファイルを選択します

サポートされるファイル形式は、WMV、MPG、
MPEG、DIVX、AVIです。ただし、動画コーデック、
音声コーデックによって再生できないものもあ
ります。 21 ページ

※画面はWindows Vista のファイル選択
　ダイアログです。

3 選択したファイルが再生されます

動画は投影画面にのみ表示されます。手元の
PC画面には表示されません。

4 表示される操作パネルで動画を操作で

きます
再生

一時停止

リピート

ミュート

ファイル選択

音量調節

5 動画再生を途中でやめたい場合には、

「動画停止ボタン」をクリックします
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対応動画形式一覧 補足  

以下の形式は、弊社テスト環境での動作確認済みです。

ファイル形式

Windows Media Video (WMV)

MPEG

DivX

AVI

動画コーデック

Microsoft MPEG-4 Video V3

Windows Media Video 9 

MPEG-1 Video 

MPEG-2 Video 

DivX Video (DivX 6.7) 

XviD Mpeg-4 Video (XviD 1.1.0) 

音声コーデック

Windows Media Audio 9.2 以前

MPEG-1 Layer-2 Audio (mp2)

MPEG-1 Layer-3 Audio (mp3)
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■ 検索対象のネットワークを追加する
通常の検索で発見できない場合に、wivia 本体の IP アドレスを指定することで検索対象に追加すること
ができます。検索対象のネットワークを追加すると、通常より検索に時間がかかることがあります。予
めご了承ください。

1 「設定ボタン」をクリックし、表示さ

れるメニューから「検索の設定」を選

択します

※ 画面はWindows のものです。
2 表示された画面で、「指定した IP アド

レスのデバイスを検索する」にチェッ

クを入れます

3 追加したい IP アドレスを入力します

ブロードキャストでの検索はできません。

4 ＋　　　ボタンをクリックします

5 指定した IP アドレスが、検索対象に

登録されます

■ 検索対象のネットワークを削除する

1 「設定ボタン」をクリックし、表示さ

れるメニューから「検索の設定」を選

択します
※ 画面はWindows のものです。

2 表示された画面で、「登録済みの検索

先」から削除したいアドレスを選択し

ます

3 －　　　ボタンをクリックします

4 選択した IP アドレスが、検索対象か

ら削除されます
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■ 投影モード（DirectX 設定等）を変更する（Windows のみ）

投影モードの変更は、Windows 用 wivia ソフトウェアのみの機能です。
通常は、初期設定の「通常転送モード」でご利用ください。下記の「DirectX  表示モード」への変更は、
CAD ソフトウェアなどの高度なグラフィックス機能を使用するアプリケーションを投影する場合にご利
用ください。その場合には、画面描画が通常転送モードに比べて遅くなり、お使いのコンピューターの
パフォーマンスに影響を与える事がありますので、予めご了承ください。

1 「設定ボタン」をクリックし、表示さ

れるメニューから「投影の設定」を選

択します

※ 画面はWindows のものです。

2 表示された画面で、「DirectX 表示モー

ド」を選択します

3 「OK」ボタンをクリックします

4 wivia ソフトウェアの再起動を確認す

る画面が表示されたら、「OK」ボタン

をクリックします
※ 画面はWindows のものです。

5 wivia ソフトウェアが再起動し、投影

モードが変更されます

DirectX 表示モードの必要がなくなりましたら、
「通常転送モード」に戻してご利用ください。
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■ 設定情報をインポートする
検索の設定や投影の設定などの設定情報を設定ファイルから読み込んで反映させることができます。

1 「設定ボタン」をクリックし、表示さ

れるメニューから「設定のインポート」

を選択します

※ 画面はWindows のものです。
2 表示された画面から、インポートした

いwiviaの設定ファイル（WCFファイル）

を選択します

3 設定ファイルの情報がインポートされ

ます

設定のインポートにより投影モードが変更され
た場合は、wivia ソフトウェアの再起動が必要
になります。

※ 画面はWindows Vista のファイル選択
　ダイアログです。

■ 設定情報をエクスポートする
検索の設定や投影の設定などの設定情報を設定ファイルに書き出すことができます。

1 「設定ボタン」をクリックし、表示さ

れるメニューから「設定のエクスポー

ト」を選択します

※ 画面はWindows のものです。

2 表示された画面で、設定ファイルを書

き出すフォルダとファイル名を指定し

ます

3 指定されたフォルダに設定ファイルが

書き出されます
※ 画面はWindows Vista のファイル選択
　ダイアログです。
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■ 投影画面を再検索する
投影したい画面のネットワークに接続した状態で、wivia ソフトウェアから画面名が見つからない場合
には、下記の手順で投影画面を再検索してください。

1 「リスト更新ボタン」をクリックします

2 投影画面の検索が開始され、画面リス

トが更新されます

■ すべての投影を停止する
下記の手順で、複数画面への投影を一括で停止することができます。

1 「すべて停止ボタン」をクリックします

2 現在投影中の画面すべてへの投影およ

び動画再生が停止されます
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■ Web 管理画面を表示する
Web管理画面では、wivia 本体の設定変更やカンファレンスコントロール機能の利用ができます。

30 ページ
下記の方法でwivia ソフトウェアからWeb管理画面に移動してください。

1 画面リストから、管理画面を表示した

いデバイスを選び、「オプションボタ

ン」をクリックします

2 表示されるメニューから「Web 管理

画面表示」を選択します

3 お使いの PCのWeb ブラウザが自動的

に起動し、wivia の Web 管理画面が表

示されます

■ wivia 本体の IP アドレスを確認する
1 画面リストから、IP アドレスを確認し

たいデバイスを選び、「オプションボ

タン」をクリックします

2 表示されるメニューから「IP アドレス

表示」を選択します

3 IP アドレスの確認画面が表示されます
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■ カンファレンスコントロールに参加する
カンファレンスコントロールは、司会者が Web 管理画面から参加者の PC 画面の投影を操作することが
できる機能です。 32 ページ
カンファレンスコントロールが実施されている間は、wivia ソフトウェアからその画面への投影はでき
なくなります。
wivia ソフトウェアからカンファレンスコントロールに参加する手順は下記の通りです。

1 画面リストから、カンファレンスコン

トロールが実施されているデバイスを

選び、「オプションボタン」をクリッ

クします

2 表示されるメニューから「カンファレ

ンスコントロール」を選択します

3 「カンファレンスコントロール」メ

ニューにチェックが入り、司会者がお

使いの PC 画面の投影を操作できるよ

うになります

すでにチェックが入っている場合は、そのまま
で司会者から投影を操作できます。
カンファレンスコントロールを抜けたい場合
は、再度メニューをクリックして、チェックを
外してください。

wivia KEY が設定されている場合には、入力画
面が表示されることがあります。
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■ 起動 USB を作成する
付属の USB トークンと同様の機能（wivia ソフトウェアを PC にインストールせずに USB から起動する
ことができる）を持った起動USB を、お手持ちのUSB メモリーを用いて作成することができます。
付属の USB トークンに入っているソフトウェアは Windows 用ですが、Mac OS X 用 wivia ソフトウェア
から起動USB を作成すると、Mac OS X 用のソフトウェアがUSB メモリーに書き込まれます。

1 「メニューボタン」をクリックし、表

示されたメニューから「起動 USB の

作成」を選択します

2 表示される画面の指示に従って、起動

USB を作成します

お手持ちの USB メモリーに wivia ソフトウェ
アのプログラム関連ファイルを書き込みます。
ファイル容量は Windows 用、Mac OS X 用と
もに約 12MB です。プログラム書き込み後も、
残りの容量分は通常の USB メモリーとしてご
利用が可能です。

起動 USB から起動した wivia ソフトウェアか
らは、起動USB の作成はできません。
また、Mac OS X でインストールした wivia ソ
フトウェアから起動 USB の作成ができない場
合は、Token.app（起動 USB 作成用のアプリケー
ション）がインストールされていない可能性が
あります。wivia.app と同じディレクトリに
Token.app をインストールしてください。

15 ページ 

※ 画面はWindows Vista のものです。

Mac OS X で作成した起動 USB を使うには、起動 USB を Mac に接続後、USB ドライ

ブにアクセスし、wivia.app を実行してください。
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■ ソフトウェアのバージョンを確認する

1 「メニューボタン」をクリックし、表

示されたメニューから「このソフト

ウェアについて」を選択します

2 表示される画面でソフトウェアのバー

ジョンを確認します

※ 画面はWindows のものです。
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ログイン 4-1  

1 Web 管理画面を表示します

26ページ 

2 ユーザー名、パスワードを入力します

ログインユーザーに応じたメニューが表示され
ます。ユーザーについては、下表を参照してく
ださい。

■ ユーザーについて

Web管理画面には 2つのユーザーが用意されています。

○ カンファレンスコントロールユーザー

カンファレンスコントロールを行うことができます。 32 ページ 

○ システム管理ユーザー

システム管理機能をはじめとした全ての機能を利用できます。 33 ページ 

ユーザー 初期ユーザー名 初期パスワード

カンファレンスコントロール operator operator

システム管理 root root
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カンファレンスコントロール 4-2  

1 カンファレンスコントロールユーザー

（またはシステム管理ユーザー）でロ

グインします

31ページ 

2 投影コントロールを行います

操作したいコンピューターの「投影コントロー
ル」を操作します。（表示されている「ユーザー名」
はコンピューターのログインユーザー名です）

投影コントロール

全画面投影
4分割投影（左上）
4分割投影（右上）

投影停止
4分割投影（右下）
4分割投影（左下）

3 ログアウトします

カンファレンスコントロールを終了する場合は、
必ずログアウトしてください。

44 ページ 

○ コントロールしたいコンピューターが表示されない場合

コントロールしたいコンピューターの wivia ソフトウェアからカンファレンスコントロールに参加する必要
があります。 27 ページ 
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ システム状態を確認する
1 左のメニューから「システム状態」を選択します

2 現在のシステム状態が表示されます

○ システム状態の説明

□　モデル名

wivia 本体のモデル名

□　バージョン

ファームウェアのバージョン

□　ネットワーク状態

IP アドレス : wivia 本体の IP アドレス

サブネットマスク : wivia 本体のサブネットマスク

デフォルトゲートウェイ : wivia 本体のデフォルトゲートウェイ

無線MACアドレス : wivia 本体の無線MACアドレス

MACアドレス : wivia 本体の有線MACアドレス

□　接続状態

投影状態： 投影待ちもしくは投影中

ユーザー数： wivia 本体にログインしているユーザー数
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ ネットワークの設定を変更する
ネットワーク設定を変更すると、Web 管理画面にアクセスできなくなることがあります。その場合は設
定した内容で再度接続し直してください。Web 管理画面にアクセスできなくなり、設定内容を元に戻し
たい場合は、wivia 本体のリセットボタンで設定を初期化することも可能です。 40 ページ 

1 左のメニューから「ネットワーク設定」

を選択します

2 必要な設定を行います

詳しい設定については、下記「設定項目の説明」
をご覧ください。

3 「適用」ボタンをクリックします

選んだ設定をキャンセルするには、「キャンセル」
ボタンをクリックします。

4 システムを再起動すると、設定が適用

されます 42ページ 

○ 設定項目の説明

□　IP の設定

「IP アドレスの自動取得」もしくは「以下の IP アドレスを利用する」を選択します。

「以下の IP アドレスを利用する」を選択した場合には、適切な値を設定してください。

初期設定は「IP アドレスの自動取得」です。wivia 本体がすでに DHCP サーバーのあるネットワークに

接続されている場合は、サーバーから IP アドレスを振り分けられます。接続されていない場合は、以下

の初期値が設定されます。

IP アドレス ：  192.168.100.10

サブネットマスク ：  255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ ：  192.168.100.10

DNSサーバー ：  192.168.100.10
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■ ネットワークの設定を変更する（つづき）
○ 設定項目の説明（つづき）

□　DHCP サーバーの設定

「自動」もしくは「無効」を選択します。初期値は「自動」です。適切な値を設定してください。

開始 IPアドレス ：  wivia 本体のDHCPサーバーが配布する最初の IPアドレス

終了 IPアドレス ：  wivia 本体のDHCPサーバーが配布する最後の IPアドレス

サブネットマスク ：  wivia 本体のDHCPサーバーが提示するサブネットマスク

デフォルトゲートウェイ ：  クライアントに割り当てるゲートウェイの IPアドレス

DNSサーバー ：  DNSサーバーの IPアドレス

□　無線の設定

無線 LAN ：  「有効」もしくは「無効」を選択します。

地域 ：  初期値 WORLDWIDE（通常変更の必要はありません）

SSID ：  「 wivia」から始まる半角英数字（最大文字列数 32 文字）

SSID ブロードキャスト ：  「 有効」もしくは「無効」を選択します。

チャンネル ：  ドロップダウンリストから「Auto」または固定のチャンネルを選択します。

※　「Auto」の場合、wivia 本体を起動した後、無線のチャンネルすべてを

　　スキャンし、自動的に使われていない1チャンネルを選択します。

セキュリティ ：  使用する暗号化方式を選択します。

キー ：  暗号化を利用する場合は、選択した暗号化方式に合わせてキーを設定する

　必要があります。

□　ポートの開放

ポートの開放設定を適用することで、wivia本体経由で無線LAN通信を利用した全てのユーザーに対して、
ネットワークセキュリティを保持することができます。

全て開放 ：  ユーザーによるすべてのネットワークアクセスを許可します。

全て遮断 ：  ユーザーによるすべてのネットワークアクセスをブロックします。

インターネットのみ ：  ユーザーによるすべてのネットワークアクセスをブロックしますが、イン
　ターネットへのアクセスは可能にします。

□　このwivia を経由した他のwivia の発見

「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「有効」です。
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ 投影画面の設定を変更する
1 左のメニューから「投影設定」を選択

します

2 「投影設定」で必要な設定を行います

詳しい設定については、下記「設定項目の説明」
をご覧ください。

3 「適用」ボタンをクリックします

選んだ設定をキャンセルするには、「キャンセル」
ボタンをクリックします。

4 システムを再起動すると、設定が適用

されます 42ページ 

○ 設定項目の説明
□　投影設定

画面名 ：  投影画面に任意の名前をつけることができます。（半角英数字　最大 16 文字）

　初期値は IP アドレスです。

画面の解像度 ：  「XGA (1024×768)」、「WXGA (1280×768)」、「SVGA (800×600)」の中から選択

　します。

画面の色 ：  wivia 本体の出力について「Nomal (16bit)」もしくは「High (32bit)」から選択

　します。

リフレッシュレート ：  VGA 出力のリフレッシュレートです。プロジェクターに最適なレートを選択し

　てください。

wivia KEY ：  「無効」、「ランダム」もしくは「指定」の中から選択します。

　パスワードの設定は任意の数字 4文字を入力します。
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ システムログの設定をする
1 左のメニューから「投影設定」を選択

します

2 「Syslog 設定」で必要な設定を行いま

す

詳しい設定については、下記「設定項目の説明」
をご覧ください。

3 「適用」ボタンをクリックします

選んだ設定をキャンセルするには、「キャンセル」
ボタンをクリックします。

4 システムを再起動すると、設定が適用

されます 42ページ 

○ 設定項目の説明
□　Syslog 設定

wivia では別途用意したサーバーに対して、システムログを転送することができます。wivia 本体にはロ

グは保存されません。

「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「無効」です。

転送先 IP アドレス ：  システムログ転送先の IP アドレスを入力します。

アクセスログ ：  アクセスログを転送することができます。

　「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「有効」です。

エラーログ ：  エラーログを転送することができます。

　「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「有効」です。
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ ユーザー名とパスワードを変更する
パスワードを忘れてしまったり、誤った設定をしてしまいログインできなくなった場合には、wivia 本
体のリセットボタンで設定を初期化して、再度各設定を行ってください。 40 ページ 

1 左のメニューから「ユーザー設定」を

選択します

2 必要な設定を行います

詳しい設定については、下記「設定項目の説明」
をご覧ください。

3 変更した項目の「適用」ボタンをクリッ

クします

○ 設定項目の説明

□　ユーザー名

カンファレンスコントロールユーザー、システム管理ユーザーのユーザー名を変更することができます。

□　パスワード

カンファレンスコントロールユーザー、システム管理ユーザーのパスワードを変更することができます。
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システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ 待機画面の設定を変更する
1 左のメニューから「待機画面設定」を

選択します

2 必要な設定を行います

詳しい設定については、下記「設定項目の説明」
をご覧ください。

3 システムを再起動すると、設定が適用

されます 42ページ 

○ 設定項目の説明

□　背景の設定

待機画面の背景画像を変更することができます。次の手順に従って実行します。

１．「参照」ボタンをクリックし、変更したい投影画面イメージファイル (IB ファイル ) を選択します。

２．「イメージファイルアップロード」ボタンをクリックします。

３．システムの再起動を行います。

初期設定の背景に戻すには、「初期設定に戻す」ボタンをクリックして、システムの再起動を行います。

43 ページ 

□　ネットワーク情報の表示

IP アドレスの表示 ：  待機画面への IP アドレスの表示 /非表示を設定します。

　「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「有効」です。

SSID の表示 ：  待機画面への SSID の表示 / 非表示を設定します。

　「有効」もしくは「無効」を選択します。初期値は「有効」です。

□　スクリーンセイバー設定

「有効」または「無効」を選択してください。初期値は「無効」です。

待ち時間 ( 分 ) ：  スクリーンセイバーが起動するまでの時間を入力します。設定を反映させるに

　は、適用ボタンをクリックしてください。
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システム管理 4-3  

システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ wivia 本体を出荷時状態に戻す

1 左のメニューから「出荷時状態に戻

す」を選択します

2 「適用」ボタンをクリックします

3 システムを再起動すると、設定が適用

されます 42ページ 

出荷時状態に戻した場合、設定した内容はすべ
て初期化されます。

○ wivia 本体のリセットボタンで工場出荷時の状態に戻す場合

1 wivia 本体のリセットボタンを押しな

がら、電源を入れます

2 リセットボタンを押したまま約 10 秒

待ち、リセットボタンを離します

3 工場出荷時の状態で wivia 本体が起動

します
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システム管理 4-3  

■ ファームウェアをアップグレードする
アップグレードする前に、お使いいただいていているファームウェアのバージョンをご確認ください。( システム
管理メニューの「システム状態」から確認することができます　　　　　　　　　　　)33 ページ 
1.0.2.2 以前のバージョンからアップグレードする場合、変更された設定がすべて初期状態にクリアされます。設定
の変更を事前にメモに控えるなどしてからアップグレードしてください。
1.1.0.0 以降のバージョンからアップグレードする場合は、変更された設定が保存されてアップグレードされます。

1 最新のファームウェアイメージファイルを取得します

最新のファームウェアは、wivia サポート Web サイトもしくは弊社より配布されるものをご利用ください。
上記以外のものを利用すると、wivia 本体が故障するおそれがあります。この場合、弊社では責任を負いか
ねますので予めご了承ください。
wivia サポートWebサイトダウンロードページ (http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html)

2 Web管理画面にシステム管理ユーザーでログインし、システム管理メニューの「ファー

ムウェアアップグレード」を選択します 31ページ 

3 「参照」ボタンを押して、１で取得し

たファイルを指定します

※ 画面は Internet Explorer のものです。

4 「アップグレード」ボタンを押して、

アップグレードを開始します

5 警告メッセージが表示され、残り時間

が画面上でカウントされます

アップグレードの進行中に、wivia 本体の電源を絶対に切らないでください。wivia 本体が動作しなくな
る可能性があります。
アップグレードの進行中には、一時的に待機画面が消え、無線ネットワークの接続も解除されます。アッ
プグレード完了後に自動的に再起動しますので、そのままお待ちください。

6 10 分程度で完了メッセージが表示されます

7 wivia 本体が自動的に再起動します
ネットワーク接続が解除された場合には、再度接続してご使用ください。
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システム管理 4-3  

システム管理ユーザーでログインし、「システム管理」メニューを

選択してから行ってください。 31ページ 

■ システムを再起動する

1 左のメニューから「システムの再起動」

を選択します

2 表示される画面で、再起動ボタンをク

リックします

3 自動的にシステムが再起動します

再起動には、数十秒かかります。表示機器に再
び待機画面が表示されるまで、しばらくお待ち
ください。
ネットワークが切断された場合には、再起動後
にもう一度接続し直してください。
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投影画面イメージファイルを作成する 補足  

画像ファイルを投影画面イメージファイル（IB ファイル）に変換することで、wivia 待機

画面の背景画像として設定することができます。wivia サポート Web サイトのダウンロー

ドページ（http://www.uchida.co.jp/wivia/support.html）から、投影画面イメージ作成ツー

ル「wivia Screen Image Maker」をダウンロードしてください。（投影画面イメージ作成ツー

ルはWindows XP / Windows Vista / Windows 7 のみの対応です）

1 背景画像にしたい画像ファイルを用意します

使用できる画像ファイル形式は以下の二種類です。
・JPEG ファイル
・ビットマップファイル

2 「wivia Screen Image Maker」を 起 動

します

3 左上の開くボタンをクリックし、1 で

用意した画像ファイルを選択します

画面中央部分に画像ファイルをドラッグアンド
ドロップすることもできます。

4 プレビューを確認し、保存ボタンをク

リックして、投影画面イメージファイ

ル (IB ファイル ) を保存します。

5 Web 管理画面の待機画面の設定から、作成したファイルのアップロードを行います
39ページ 
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ログアウト 4-4  

1 Web 管理画面右上の「ログアウト」

をクリックします

2 ログアウトされ、ログイン画面に戻り

ます
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5　参考



ネットワーク構成方法について 5-1  

wivia 本体は有線 LAN で接続することもできます。複数の wivia 本体を有線 LAN で接続す

ることによって、さまざまなネットワークを構成することができ、マルチスクリーン投影

が可能になります。
※ 1 台の PCやMac から 4台までのwivia 本体に同時に画面投影することができます。

■ wivia 本体が複数存在する場合の接続例
① 有線 LANで接続する

LANケーブル
表示機器

スクリーン

② 既設無線 LANルーターまたはアクセスポイントを介して接続する

既設の無線LANルーター
またはアクセスポイント

② 既設無線 LANルーターまたはアクセスポイントの無線 LAN子機を介して接続する

既設の無線LANルーター
またはアクセスポイント 無線LAN子機
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ネットワーク構成方法について 5-1  

■ wivia 本体を有線 LANで接続する手順
1 wivia 本体を既存ネットワークの有線

LANに接続します

2 wivia 本体背面の POWER ボタンを押

して電源をオンにします

3 表示機器の待機画面で wivia 本体が接

続したネットワークの IP アドレスを

取得していることを確認します

IP アドレスの自動取得を「無効」に設定してい
る場合は、指定したIPアドレスが表示されます。

4 コンピューターを同じネットワークに

接続し、wivia ソフトウェアを起動し

ます

複数のwivia 本体が同じネットワーク上に存在
する場合は、wivia ソフトウェアの画面リスト
に複数の画面名が表示されます。この場合、一
台のコンピューターから４台までの画面に同時
投影することが可能です。
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6　故障かなと思ったら

最新のサポート情報は、wivia サポートWebサイトにてご確認ください。

wivia サポート Web サイト

http://www.uchida.co.jp/wivia/



トラブルの内容と対策 6-1  

■ 設置・準備
① 表示機器にwivia 待ち受け画面が表示されない

すべてのケーブル類が正しく接続されていることをご確認ください。また、wivia本体の電源がONになっ
ていることをご確認ください。

② wivia ソフトウェアをインストールできない
一般ユーザー権限のユーザーでは、wivia ソフトウェアのインストールができません。wivia ソフトウェ
アのインストールは管理者権限を持つユーザーで行ってください。

③ USB から起動できない
セキュリティソフトウェアなどにより、USB トークンへのアクセスをブロックされることがあります。
この場合、USB トークンからソフトウェアを利用することはできません。セキュリティソフトウェアの
セキュリティレベルを低く設定するか、システム管理者にお問い合わせください。
付属のUSBトークンに入っているwiviaソフトウェアはWindows用です。Mac OS Xでは利用できません。

④ wivia 本体に接続できない
wivia 本体の電源がONになっていることをご確認ください。　　
無線 LAN をご利用の場合、コンピューターの無線 LAN が有効になっていることをご確認ください。有
線 LANをご利用の場合、コンピューターがネットワークに接続されていることをご確認ください。
ご利用の PC が接続したい wivia 本体のネットワークに接続されていることをご確認ください。wivia 本
体を既存のネットワークに接続している場合、検索の設定から wivia 本体のネットワークを検索対象に
追加することもできます。
セキュリティソフトウェアのパーソナルファイアウォール機能によりネットワーク通信が制限されるこ
とがあります。セキュリティソフトウェアを無効にするか、wivia による通信を許可する設定を行って
ください。

■ 画面投影
⑤ 投影できない

wiviaソフトウェアのリスト更新ボタンを押して、wivia本体を再検索し、再度投影ボタンを押してください。
wivia 本体がカンファレンスコントロールモードで動作しているときは、管理画面で許可されているユー
ザー以外から投影を操作することはできません。
セキュリティソフトウェアのパーソナルファイアウォール機能によりネットワーク通信が制限されるこ
とがあります。セキュリティソフトウェアを無効にするか、wivia による通信を許可する設定を行ってく
ださい。

⑥ 一部の画像が投影されない
一般ユーザー権限で wivia ソフトウェアを利用している場合、一部の画像が wivia 本体に正しく投影され
ないことがあります。また、ポップアップ画像などはwivia 本体 に正しく投影されないことがあります。
Windows 用の wivia ソフトウェアをご利用の場合は、投影モードを DirectX 表示モードに変更すること
で改善する可能性があります。ただしその場合には、画面描画が通常転送モードに比べて遅くなり、お
使いのコンピューターのパフォーマンスに影響を与える事が考えられますので、予めご了承ください。　

23 ページ
すべての画像を正確に投影したい場合は、PCと表示機器を直接 VGAケーブルで接続してください。
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トラブルの内容と対策 6-1  

⑦ 一部のソフトウェアの画面が投影されない
一部の CAD ソフトウェアのような OpenGL を多用するソフトウェアや、DirectX を多用するソフトウェ
アとwivia の画面投影機能との併用は利用できないことがあります。
Windows 用の wivia ソフトウェアをご利用の場合は、投影モードを DirectX 表示モードに変更すること
で改善する可能性があります。ただしその場合には、画面描画が通常転送モードに比べて遅くなり、お
使いのコンピューターのパフォーマンスに影響を与える事が考えられますので、予めご了承ください。

23 ページ
すべての画像を正確に投影したい場合は、PCと表示機器を直接 VGAケーブルで接続してください。

⑧ 遅延して投影される
wiviaはネットワークを介して画面データをwiviaソフトウェアからwivia本体へ転送します。ネットワー
ク帯域やネットワークの利用状況によっては、投影の遅延や停止が発生することがあります。正確に投
影したい場合は、PCと表示機器を直接 VGAケーブルで接続してください。

⑨ 投影画面で動画がきれいに映らない
動画を再生する場合は、画面投影機能ではなく動画再生機能をお使いください。 20 ページ

■ 動画投影
⑩ 動画再生機能で動画が正しく再生されない

Blu-ray Disc、HD DVD ディスクの動画については、一部再生できないものがあります。また、一部のコー
デックには対応していません。詳しくは対応動画形式一覧をご参照ください。 21 ページ
wivia は著作権保護機能 (HDCP) には対応していません。HDCP が必要な動画など、再生環境に制限のあ
る動画は再生できないことがあります。 
クローンモードでの動画再生は非対応です。
wivia 本体がカンファレンスコントロールモードで動作しているときは、動画再生をすることはできませ
ん。
すべての動画を正確に投影したい場合は、PCと表示機器を直接 VGAケーブルで接続してください。
セキュリティソフトウェアのパーソナルファイアウォール機能によりネットワーク通信が制限されるこ
とがあります。セキュリティソフトウェアを無効にするか、wivia による通信を許可する設定を行ってく
ださい。

■ その他

⑪ 管理画面にアクセスできない
ブラウザでのプロキシの設定によりアクセスできないことがあります。
一部のブラウザでは正しく表示されないことがあります。
ブラウザのセキュリティを高く設定していると、管理画面が表示できないことがあります。

⑫ 管理画面で言語の切換えができない
JavaScript を有効にしていないと、管理画面が正しく動作しないことがあります。ブラウザの設定で、
JavaScript を有効にしてください。
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エラーメッセージ一覧 6-2  

メッセージタイトル 説明

ネットワーク接続失敗
ネットワークに接続することができなかった場合に表示されます。
ご利用されている PC のネットワークが利用可能な状態であることを確認
してください。

接続可能デバイスなし
接続できるwivia 本体が見つからない場合に表示されます。
wivia 本体の電源が入っているか、ネットワークに繋がっているかを確認
してください。

ネットワーク接続中断
ネットワークが一時的に通信できない状態になった場合に表示されます。
ネットワークの状況を確認してください。

投影失敗
画面投影に失敗した場合に表示されます。
ネットワークが一時的に通信できない状態になることにより、画面の投
影に失敗することがあります。ネットワークの状況を確認してください。

ファイル形式エラー

選択された動画ファイルの形式が未対応である場合に表示されます。
wivia のビデオ再生が対応しているメディアファイルであることを確認し
てください。
また、ファイルの形式（.wmv ファイルなど）が正しくても、利用されて
いるコーデックによっては再生ができないことがあります。ファイル形
式の詳しい対応状況は対応動画形式一覧をご覧ください。

21 ページ

ビデオ再生失敗

ビデオ再生を開始できなかった場合に表示されます。
wivia のビデオ再生が対応しているメディアファイルであることを確認し
てください。
また、ファイルの形式（.wmv ファイルなど）が正しくても、利用されて
いるコーデックによっては再生ができないことがあります。ファイル形
式の詳しい対応状況は対応動画形式一覧をご覧ください。

21 ページ
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故障の場合の連絡先 6-3  

問題が解決されない場合は、下記のウチダヘルプデスクまでご連絡ください。

サポートを円滑に行うため、お問い合わせ前には以下のものをご用意ください。

○ 弊社製品の製品型番とシリアルナンバー
○ ご使用のコンピューターの型番、オペレーティングシステム名およびネットワーク環境
○ ご質問内容（現在の状態、症状など。エラーメッセージが表示されている場合はその詳細を書きとめてくだ
さい )
○ ご使用中のwivia のファームウェアおよびソフトウェアのバージョン

ウチダヘルプデスク

　　電話によるお問い合わせ　：　0120-550-956　（携帯電話からはつながりません)

　　Eメールによるお問い合わせ　：　wivia-help@esco.co.jp
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7　仕様



■ 無線 LAN仕様

規格 IEEE 802.11b/g 2.4GHz

通信距離 最大 100m （ただし障害物がない場合）

最大通信速度 54Mbps

セキュリティ WPA-PSK (AES) / WPA2-PSK (AES) / WEP (128/64bit)

■ 有線 LAN仕様

規格 IEEE 802.3 (10BASE-T) / IEEE 802.3u (100BASE-TX)

ポート数／コネクタ形状 RJ-45 コネクタ×1

最大通信速度 10/100Mbps ( オートネゴシエーション )

■ 動画像出力仕様

表示解像度 SVGA (800×600) / XGA (1024×768) / WXGA (1280×768) 

インターフェイス 15 ピン VGA×1

オーディオ ステレオミニプラグ

■ 専用ソフトウェア動作環境

OS Windows XP SP3 / Windows Vista SP2 / Windows 7 / 

Mac OS X 10.5.8 / Mac OS X 10.6.2

各種設定環境 専用ソフトウェア / Web ブラウザ

■ ハードウェア仕様

電源（ACアダプタ）入力 AC 100V 50/60Hz 0.5A

電源（ACアダプタ）出力 DC5V 2.5A

外形寸法 (mm) 117mm(W) × 140mm(D) × 27mm(H)

動作温度 / 保管温度 0 ～40℃ / -10～60℃

動作湿度 / 保管湿度 90%以下 / 80%以下 ( ただし結露の無い状態 )

本体重量 273g
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